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Ⅰ
.
はじめ に
本稿 は, 前稿 1) で 調査し た1996年入学の 教員養成課
程学生を対象に , そ の後 の進路意識, 教員採用試験受験
状況, 卒業時の 進路決定状況の追跡調査の 結果をまとめ
たもの で ある｡
前稿で は, 3年次4月時点で調査を行い , 入学時の進
路希望を遡 っ て たずね たデ ー タ と 3年次4月現在の 進路
希望の デ ー タ の 比較分析を行 っ た が , 本稿で は, さ ら に
3年次教育実習直後に行 っ た調査, 4年次4月時点で の
調査, 教員採用試験受験状況の デ ー タ , 卒業時の 進路決
定状況の デ ー タ を追加し て 4年間を通した進路意識と実
際の 進路の 追跡調査の分析を行 っ た｡
Ⅱ
. 調査の 対象と方法
1 . 3年次教育実習直後の調 査
1998年11月27- 28 日に , 国立立山少年自然の 家で実施
され た ｢教育学部3年次生合宿研修｣ の 場で , 3年生を
対象に , 記名式 で質問紙法に よ る進路意識調査を行 っ
た
2)
｡ 欠席者を除く, 1996年入学の 教員養成課程3年生
174人か ら回収され た｡ 専攻課程別の 内訳は, 小学校教
員養成課程が89人, 中学校教員養成課程が38人, 養護学
校教員養成課程が18人, 幼稚園教員養成課程が29人で あ っ
た｡
2 . 4年次4月 の調査
学務係が実施した4年生の進路調査 (1999年4月28 日
締め切り) の デ ー タ を使用した｡ 対象となる1996年入学
教員養成課程4年生 は198人で , 専攻別の 内訳は, 小学
校教員養成課程が98人, 中学校教員養成課程が49人, 秦
護学校教員養成課程が19人, 幼稚園教員養成課程が32人
で あ っ た｡
3 . 教員採用試験受戟状況
学務係で集約した教員採用試験の受験状況 ･ 試験結果
の デ ー タ を使用した｡
4 . 卒業時進路決定状況
学務係で集約した卒業直前 (2000年3月中旬時点) の
進路決定状況の デ ー タ を使用した ｡ 対象とな る1996年入
学教員養成課程学生の卒業者数と留年者数 は, 小学校教
員養成課程が88人と10人, 中学校教員養成課程が43人と
6人, 養護学校教員養成課程が18人と1人, 幼稚園教員
養成課程が30人と2人, 合計で179人と19人で あ っ た ｡
Ⅲ
. 調査結果
1 . 3年次教育実習 直後の 調査
(1) 現在の進路希望
現在の 進路希望 (複数回答可)をたずね たと ころ, 義
1 に示すよう に , 174人中, 教員は104人(59.8 %), 公
務員は, 国家公務員, 地方公務員を合わせ て80人(46.0
%),.民間企業は73人(42.0 %), 大学院進学は21人(12.1
%), そ の 他が15人(8.6%)で あ っ た｡
専攻別に み て みると , 小学校教員養成課程で は, 89人
中, 教員 は56人 (62.9 %), 公務員は37人 (41.6 %), 氏
間企業 は40人(44.9%), 大学院は11人(12.4 %), そ の
他が 4人 (4.5% )で あ っ た ｡ 中学校教員養成課程 で は,
38人中, 教員は24人(63.2 %), 公務員は19人 (50.0 %),
民間企業は16人(42.1 %), そ の他が3人(7.9 %) で あ っ
た ｡ 養護学校教員養成課程で は , 18人中, 教員 は10人
(55.6 %), 公務員は5人(27.8 %), 民間企業は4人(22.2
%), 大学院は3人(16.7 %), そ の他が 4人(22.2 %) で
あ っ た ｡ 幼稚園教員養成課程で は, 29人中, 教員は14人
(48.3 %), 公務員は19人(65.5 %), 民間企業は13人(44.8
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表1 教員養成課程3年生の 教育実習直後の進路希望 (複数回答)
専攻課程 人~.■数
v 教 二 員-㌔ 国 .公. 地 ,ill
二
民間企業 大学由 その他
小 学 校 8 9人 56人 7人 3 0人 4 0人 1 1人 4人
62.9 % 7.9 % 33.7 % 44.9 % 12.4 % 4.5 %
中 学 校 3 8人 24人 4人 1 5人 1 6人 6人 3人
63,2 % 10.5% 39.5 % 42.1 % 15.8% 7.9%
養護学校 1 8人
1 0人 1人 4人 4人 3人 4人
55.6 % 5.6%- 22,2 % 22.2 % 16.7% 22.2%
幼 稚 寓 2 9人
1 4人 4人 1 5人 1 3人 1人 4人
48二3% 13.8% -51.4% 44.8 % 3.4% 13.8%
合 計 1 7 4人
1 0 4人 1 6人 6 4人 7 3人 2 1人 15人
59.8 % 9.2 qo 36.8 % 42.0 % 12.1 % 8,6 %
%), 大学院は1人(3.4 %), そ の他が 4人 (13.8 %) で
あ っ た ｡
教員希望者の 割合 は, 高 い順 に 中学校教員養成課程
(63.2%), 小学校教員養成課程(62.9 %), 養護学校教員
養成課程 (55.6 %), 幼稚園教員養成課程(48.3 %) の 順
で あ っ た｡
教員志向が高い者とみられる教員の みを選択した者は,
全体 で42人 (24.1 %) で , 教員と大学院を選択した者9
人を足すと計51人 (29.3%)で あ っ た｡ 専攻別で は , 教
員 の み を選択 した者は , 小学校教員養成課程 で は25人
(28.1%), 中学校教員養成課程で は10人(26.3%), 養護
学校教員養成課程で は2人 (ll.1%), 幼稚園教員養成
課程で は5人(17.2%) で あ っ た ｡ こ れ に 教員と大学院
を選択した者を付け加え ると小学校教員養成課程で は30
表2 教育実習体験の評価 (複数回答)
人(33.7 %), 中学校教員養成課程で は12人(31.6% ),
養護学校教員養成課程で は3人(16.7 %), 幼稚園教員
養成課程で は6人(20.7 %) で あ っ た｡
(2) 教育実習体験
｢教育実習はあなた に と っ て どの よう な体験で したか｣
と い う設問で 9項目か ら選択 (複数回答可)して も ら っ
た結果を表2 に示す｡
｢全体と し て , 充実 した良い 経験だ っ た｣ と肯定的回
答を選択 した者が 153人(87.9%)と高い割合 を示し,
｢特に どうと い う こ と はな い｣ や ｢つ ら い ばか り で , 得
るもの が あま りなか っ た｣ の 中立的, あ る い は否定的回
答はごく少数で あ っ た｡
教師 へ の 向き不向きに つ い て の項目で は, ｢ 自分は教
師に 向い て い ると思うよう に な っ た｣ と自信を つ け た者
専 攻 課 程 小学校 中学校 養護学校 幼稚園 合 計
人 数 8 9人 3 8人 1 8人 2 9人 1 7 4人
1
. 全体と して , 充実した良い体験だ つ た
7 5人 34人 1 7人 27人 15 3人
84.3 % 89.5% 94.4 % 93.1 % 87.9 %
2
. 特 に どうと■いう こ とばな い
2人 0人 0人 0人 2人
2.2 % 0% 0% 0% 1.1%
3 . つ ら い ばかり で , 得 るものが あまりなか つ た 0人
1人 0人 1人 2人
0 % 2.6 % 0% 3.4 % 1.1 %
4 . 自分は教師に 向い て い る と思うよう に な つ た 5人 3人 2人
2人 1 2人
5.6 % 7.9 % ll.1 % 6.9 % 6.9%
5 . 自分は教師に 向い て い な い と思 い知 らされ た
1 7人 5人 4人 7人 3 3人
19.1 % 13.2 % 22.2 % 24.1 % 19.0 %
6
. 指導教員から教師の 仕事の素晴ら しさを学ぶ 4 2人 1 7人 1 0人 1 2人 81人
ことが で きた 47.2 % 44.7 % 55.6 % 41.4 % 46.6 %
7 . 指導教員とうまく いか なか つ た
6人 0人 0人 0人 6人
6.7 % 0 % 0 % 0 % 3.4 %
8 . 子 どもたちと仲良くなれ た
6 1人 2 1人 1 7人 2 1人 1 2 0人
68.5 % 55.3 % 94.4 % 72.4 % 69.0 %
9 . 子 どもたちと の 関係がうまくい かなか ?た
5人 1人 1人 0人 7人
5.6 % 2.6 % 5.6 % 0 % 4.0 %
無 回 答
0人 1人 0人 0人 1人
0 % 2.6 0o 0 % 0 % 0.6%.
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教員養成課程学生の 進路意識調査 (2)
が12人(6.9%), 逆 に ｢自分は教師に 向い て い な い と思
い知 らされ た｣ と教師 に なる自信を なく した者が33人
(19.0 %) で あ っ た ｡
指導教員に つ い て の項目で は, ｢指導教員か ら教師の
仕事の素晴らしさを学ぶ ことが で きた｣ と回答した者が
81人(46.6 %)と半数近く に の ぼり, ｢指導教員とうまく
いかなか っ た｣ と回答した者は6人(3.4 %)と少数で あ っ
た｡
子 どもた ちと の 関係に つ い て の項目で は , ｢子 どもた
ちと仲良くなれた｣ と回答した者が120人 (69.0%)と多
数を占め, ｢ 子どもたちと の関係が うまくい かなか っ た｣
と回答した者は7人(4.0 %)と少数で あ っ た｡
全体と し て , 教育実習体験 は肯定的に受け止められ て
い るが , 教師 に なる自信を失 っ た者が19 %い ると い う結
果に な っ て い る｡
(3) 教育実習体験の進路 へ の 影響
｢教育実習 はあなた の 進路選択に ど の よ う な影響を与
えま したか｣ と い う設問で 5 つ の選択肢の 中か ら1 つ だ
け選択して もら っ た結果を表3 に示す｡ 教育実習体験が
教師に なろうとする気持ちに プ ラ ス に 作用したか , マ イ
ナ ス に作用したか を調 べ よ うとした設問で あ る｡
｢教師に なる つ も り はなか っ た が , 改 め て 教師を めざ
そうと い う気持ちに な っ た｣ と回答した者は21人 (12.1
%), ｢教師に なろうとする気持ちが強ま っ た｣ と回答し
た者は69人(40.0%) で , 合計すると90人(51.2%) に プ
ラ ス の方向で作用して い る｡ 逆 に ｢教師に なろう とする
気持ちが弱ま っ た｣ と拭答 した者が31人 (17.8 %), ｢教
師に なる気持ちを失 っ た｣ と回答した者が6人 (3.4 %)
で , 合計する と37人(21.3 %) に マ イ ナ ス の 方向で 作用
して い る｡
専攻別で は, プ ラ ス の 方向に作用した割合の高い順に ,
中学校教員養成課程60.5% , 小学校教員養成課程51.7 %,
幼稚園教員養成課程4 4.8 %, 養護学校教員養成課程4 4,4
% の順で あ っ た｡ マ イ ナ ス に作用した割合の 高い順で は,
表 3 教育実習体験の進路 へ の影響
養護学校教員養成課程27.8 %, 小学校教員養成課程21.3
%, 中学校教員養成課程21.1 %, 幼稚園教員養成課程
17.2 %の 順 で あ っ た｡
(4) 来年度教員採用試験受験の 意思
'
教育実習直後の 段階で来年度教員採用試験 (幼稚園教
員試験を除く) を受験するかどうか に つ い て , 5 つ の選
択肢の 中か ら1 つ だ け選択する方法で 回答して もら っ た
結果を表4 に示す｡ 幼稚園教員養成課程を除く, 小 ･ 中 ･
養 の教員養成課程 の 学生145人に つ い て みると, ｢なん と
し て も教員に なり た い の で複数の県を受験する｣ が19人
(13.1%), ｢出身県で受験する｣ が49人(33.8%), ｢出身
県外で 受験する｣ が 2人(1.4 %)で , こ れ ら受験する と
決め て い る者 の 合計が70人(48.3 %), ｢受験しな い｣ が
44人(30.3 %), ｢未定｣ が29人(20.0 %)であ っ た｡
専攻別に み て み ると , 小学校教員養成課程で は, ｢複
数県｣ が11.2% , ｢出身県｣ が32.6% , ｢出身県以外｣ が
0% , 合計43.8% , ｢受験 しな い｣ が32.6% , ｢未定｣ が
21.3% , 中学校教員養成課程で は , ｢複数県｣ が18.4%,
｢出身県｣が34.2%, ｢出身県以外｣ が5.3% , 合計57.9%,
｢受験しな い｣ が23.7% ,
`
｢未定｣ が18.4% , 養護学校教
員養成課程で は, ｢複数県｣ が11.1% , ｢出身県｣ が38.9
% , ｢ 出身県以外｣が0% , 合計50.0% , ｢受験 しな い｣
が33.3% , ｢未定｣ が16.7% で あ っ た｡
(5) 教員採用試験の勉強の状況
教員採用試験を受験する可能性の ある者に , 教員採用
試験の 勉強の 状況に つ い て 7 つ の選択肢の 中か ら複数回
答で 選択して もら っ た結果を表5 に 示す｡
回答者数100人中, ｢教員採用試験に関する受験案内,
問題集等をすで に購入し て い る｣ が11月末の 時点で63人
(63.0 %) しか い な い と い う驚く べ き結果が 出た ｡ 残り
の37,0%はあまり真剣に教員採用試験に 臨む姿勢が みら
れ な い こ と を示 して い る｡ ｢教員採用試験対策の 雑誌を
定期購読して い る｣ は21人 (21.0%) で , こ の数字が受
験対策 シ フ ト を引 い て い る者 の 一 つ の 参考値とみられる｡
専 攻 課 程 小学校 中学校 養護学校 幼稚園 合 計
人 数 8 9人 3 8人 1 8人 2 9人 1 7 4人
1
. 教師に なる つ もりはなか つ た が, 改め て 教師 1 1人 5人 0人 5人 2 1人
をめざそうと い う気持ちに な つ た 12.4 % 13.2% 0 % 17.2 % 12,1%
2 . 教師 に なろうとする気持ちが強ま つ た
3 5人 1 8人 8人 8人 6 9人
39.3 % 47.4 % 44. % 27.6 % 40.0 %
3. 教師 に なろうとする気持ちが弱ま つ た
1 5人 8人 4人 4人 3 1人
16.9 % 21.1 % 22.2 % 13.8 % 17.8 %
4. 教師 に なる気持ちを失 つ た
4人 0人 1人 1人 6人
4.5 % 0 % 5.6% 3.4 % 3.4 %
5. もともと教師に な る つ もり はな い
2 1人 7人 5人 1 1人 4 4人
23.6% 18.4 % 27.8 % 37.9 % 25.3 %
■無 回 答
3人 0人 0人 0人 3人
3.4% ･0% 0 % 0 % 1.7%
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表4 教員養成課程3年生の教育実習直後の教具採用試験 (幼稚園教鼻試食を除く) 受験の 意思
~専 攻 課 ~ 程 小学校 中学校 養護学校 幼稚園 合
■
計
人 数. 8 9人 3 8人 1 8人 2 9人 1 7 4人
1ー な ん と して も教員に なりた い の で複数の県を 1 0人 7人 2人 2人 2 1人
受験する ll.2.% 18.4 % ll.1% 6.9% 12.1%
2. 自分 の 出身県で受験する
2 9人 1 3人 7人 1人 5 0人
32.6 % 34.2% 38.9% 3.4% 28.7%
3. 自分の 出身県以外で受験する
0人 2人 0人 1人 3人
0% 5.3% 0 % 3.4% 1.7%
4. 受験 しな い
2 9人 9人 6人 1 8人 6.2人
32,6% 23.7 % 33.3% 62.1% 35.6 %
5. ま だ未定
1 9人 7人 3人 7人 3 6人
21.3 % 18.4% 16.7 % 24.1 % 20.7%
無 回 答
2人 0人 0人 0人 2人
2.2% 0% 0% 0% 1.1%
表5 教員採用試額の勉強の状況 (複数回筈)
専 攻 課 程 ノJ､学校 中学校 養護学校 幼稚園 合 計
回 答 者 数 5 5人 2 7人 1 1人 7人 1 0 0人
1
. 教員採用試験に関する受験案内, 問題集等を 3 8人 1 5人 5人 5人 6 3人
すで に 購入して い る 69,1% 55.6% 45.5 % 71.4% 63.0 %
2
. 教員採用試験対策の 雑誌を定期購読して い る
1 6人 2人 3人 0人 2 1人
29.1% 7.4% 27,3% 0 % 21.0%
3. 一 年生か ら教員採用試験の受験対策の勉強を 0人 0人 0人 0人 0人
して い る 0 % 0% 0% 0 % 0 %
4. 二 年生か ら教員採用試験の 受験対策の勉強を 0人 0人 1人 0人 1人
し て い る 0% 0% 9,1 % 0 % ー1.0 %
5. 三年生たな つ て 教員採用試験の 受験対策の勉 1 4人 5人 0人 0人 1 9人
強を始めた 25.5 % 18,5% 0 % 0 % 19.0%
6. 教育実習が終わ つ て か ら教員採用試験の 受験 3 0人 1 4人 6人 5人 5 5人
対策の勉強を始める つ もりだ 54.5% 51.9 % 54.5 % 71.4% 55.0%
7. あ ま り本気で教員採用試験の 受験対策の 勉強 6人 5人 2人 0人 1 3人
をする つ もりはな い 10.9 % 18.5% 18.2 % 0 % 13.0%
受験対策の 勉強の開始時期に つ い て は, 1年生か ら始
め て い る者 は0人, 2年生か ら始め て い る者が 1人(1.0
%), 3年生か ら始め て い る者が19人(19.0%), 教育実
習後 に始め るとする者が55人(55.0 %) で , 極 め て の ん
びりし て い ると い う結果が出た ｡ 2年生か ら始めた者と
3年生か ら始めた者の 合計20人(20.0%)が , あ る程度
真面目に受験準備して いる者の参考値になるとみ られ る｡
受験 はす るも の の ｢あまり本気で 教員採用試験対策の勉
強をする つ もりはな い｣ 者も13人(13.0%)い た｡
専攻別で は, ｢受験案内, 問題集等をすで に購入し て
い る｣ 者の割合 は, 幼稚園教員養成課程71.4%, 小学校
教員養成課程69.1 %, 中学校教員養成課程55.6%, 養護
学校教員養成課程45.5. % の 順 で あ っ た . ｢教員採用試験
対策の 雑誌を定期購読して い る｣ 者の割合は, 小学校教
員養成課程29.1 %, 養護学校教員養成課程27.3%, 中学
校教員養成課程7.4 %, 幼稚園教員養成課程0% の順 で あ っ
た｡ 教員採用試験対策の勉強の開始時期で は , 2年生か
ら始めた者は養護学校教員養成課程の学生1人(9.1% )
で , 3年生から始めた者は, 小学校教員養成課程25.5%,
中学校教員養成課程18.5%, 教育実習が終わ っ て か らが ,
幼稚園教員養成課程71.4%, 小学校教員養成課程と養護
学校教員養成課程が54.5% , 中学校教員養成課程が51.9
%の 順 で あ っ た｡ ｢あまり本気で 教員採用試験の 受験対
策の勉強をする つ もり はな い｣ 者は, 中学校教員養成課
程18.5% , 養護学校教員養成課程18.2% , 小学校教員養
成課程10.9%の順 で あ っ た｡
2. 4年次4月の調 査
教員採用試験受験志望者数と受験先 (予定)を表6 に
示す｡ 幼稚園教員養成課程を除く , 小 ･ 中 ･ 養 の教員養
成課程の 学生166人中, 教員採用試験受験志望者は77人
(46.4%) で , ｢ 複数県｣ 受験が21人 (対受験志望者数比
27.3%), ｢ 出身県｣ 受験が53人(68.8 %), ｢ 出身県外｣
受験が 3人(3.9 %) で あ っ た ｡
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表6 教員養成課程4年次4月時点での 教員採用試験受験志望者数と安戟先
専攻課程 人 数 受験志望 複数県 由身県 出身県外
小 学 校 9 8人
5 1人 1 1人 3 9人 1一人
52.0% 21.5 % 76.5% 2.0%
中 学 校 4 9人
1 9人 8人 1 0人 1人
38.8 % 42.1% 52.6 % 5.3%
養護学校 1 9人
7人 2人 4人 1人
36.8% 28.6% 57.1% 14.3%
幼 稚 園 3 2人
1 3人 3人 9人 1人
40.6 % 23.1% 69.2 % 7.7%
合 計 1 9 8人
90人 2 4人 6 2人 4人
45.5% 26.7% 68.9 % 4.4%
註 受験志望者 の 割合は対 人数比 , 受験先 の 割合 は対受験志望者比｡ 幼稚園教員養成課程 に は, 他 に 教 員
採用試験 を受験 しな い 幼稚園教員志望者が 2名 い る｡
専攻別で は, 受験志望者の割合は, 小学校教員養成課
程52.0 %, 幼稚園教員養成課程40.6 %, 中学校教員養成
課程38.8%, 養護学校教員養成課程36.8% の順 で あ っ た｡
受験先の対受験志望者数比は, 小学校教員養成課程が ,
｢複数県｣ 受験21.5% , ｢出身県｣ 受験76.5% , ｢出身県
外｣ 受験2.0%, 中学校教員養成課程が , ｢複数県｣ 受験
42.1%, ｢ 出身県｣ 受験52.6% , ｢ 出身県外｣ 受験5.3%,
養護学校教員養成課程が , ｢複数県｣ 受験28.6%, ｢ 出身
県｣ 受験57.1% , ｢ 出身県外｣ 受験14.3% , 幼稚園教員
養成課程が , ｢複数県｣ 受験23.1% , ｢ 出身県｣ 受験69.2
%, ｢出身県外｣ 受験7.7% で あ っ た ｡
3. 教具採用試験受験状況
教員採用試験の受験状況と合格者数を表7に示す｡ 幼
稚園教員養成課程を除く, 小 ･ 中 ･ 養の 教員養成課程の
学生166人中, 教員採用試験受験者は82人(49.4 %) で ,
｢ 複数県｣ 受験が30人(対受験者数比36.6 %), ｢出身県｣
受験が46人 (56.1%), ｢出身県外｣ 受験が 6人(7.3 %)
で あ っ た｡ 合格者数は9人(対受験者数比11.0 %) で あ っ
た｡
専攻別で は , 受験者の 割合 は, 小学校教員養成課程
54.1 %, 幼稚園教員養成課程40.6% , 中学校教員養成課
44.9 %, 養護学校教員養成課程36.8% の 順 で あ っ た｡ 受
験先の 対受験者数比は, 小学校教員養成課程が , ｢複数
県｣ 受験37.7%, ｢ 出身県｣ 受験54.5 %, ｢ 出身県外｣ 受
験3.8%, 中学校教員養成課程が , ｢複数県｣ 受験36.4%,
｢出身県｣ 受験50.0%, ｢ 出身県外｣ 受験13.6 %, 養護学
校教員養成課程が , ｢ 複数県｣ 受験28.6 %, ｢出身県｣ 受
験57.1%, ｢ 出身県外｣ 受験14.3 %, 幼稚園教員養成課
程が , ｢ 複数県｣ 受験30.8%, ｢ 出身県｣ 受験61.5%,
｢ 出身県外｣ 受験7.7 %で あ っ た｡
4 . 卒業時進路決定状況
1996年入学教員養成課程学生の卒業時の 進路決定状況
を表8に示す ｡ 卒業生179人中, 就職 の決ま っ て い る70
人 (39.1 %) の 中で , 教員 ( 幼稚園教員を含む) が15人
(8.4 %), 公務員が6人(3.4%), 民間企業が43人 (24.0
%), そ の 他が 6人(3,4 %) で あ っ た ｡ 進学者は, 大学
院が16人 (8.9 %), そ の 他が 2人(1.1%) で あ っ た ｡ 未
定 (教員志望で教員以外の非常勤職に 就く者, 結婚 ･ 留
学等で就職しな い者も含む) の91人 (50.8%) 中, 講師
希望等の教員志望者が62人(34,6%), その 他が29人(16.2
表7 教鼻養成課程学生の 教員採用試験受験状況と合格者数
専攻課程 人 数 受験者数 複数県 出身県 出身県外 合格者数
小 学 校 9 8人 5 3人 2 0人 3 1人 2人 4人54.1 % 37. % 54.5% 3.8% 7.5 %
中 学 校 49人
2 2人 8人 1 1人 3人 4人
44,9 % 36.4% 50.0 % 13.6 % 18.2 %
養護学校 19人 7人 2人 4人 1人 1人
36.8 % 28.6 % 57.1 % 14.3 % 14.3 %
幼 稚 囲 3 2人 1 3人 4人 8人 1人 0人
40.6 % 30.8% 61.5% 7.7% 0 %
合 計 1 9 8人 9 5人 3 4人 5 4人 7人 9人48.0% 35.8% 56.8% 7.4 % 9.5 %
註 受験者数 の 割合 は対 人数比, 受験先 と合格者数 の 割合 は対受験者数比｡
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卒 業 生 就 職 者 進 学 者 未 定
専攻課程 人 数 教 員 公務員 民間企業- その 他 大学院 そ の 他 教員志望 -そ-の 他.
小 学 校 8 8人
4人 3人 1 7人 0人 9人 0人 3 6人 1 9人
4.5
.
% -3.4 % 19.3% 0% 10.2% 0% 40.9 % 21.6 %
中 学 校~ 4 3人
4人 1人 1 3人 0人 4人 1人 1 6人 4人-
9.3% 2.3 % 30.2% 0% 9.3 % 2二3 % 37.2.% 9.3%
養護学校 1 8
~人 1人 0人
4人 4人 2人 0人 6人 1人
. 5.6 % 0 %-22.2 % 22.2 % ll.1 % 0% 33.3% 5.6 %
幼 稚 園 3 0人
6人 2人 9人 2人 1人 1人 4人 5人
20.0% 6.7 % 30.0 % 6.7% 3.3 % 3.3% 13.3% 16,7%
合 計 1 7 9人
1 5人 6人 4 3人 6.人 1 6人 2人 6 2人 2 9人
8..4% 3.4% 24.0 % 3.4 % 8.9 % 1. % 34,6 % 16.2 %
註 就職者 の ｢そ の 他｣ は, 保育 士, 社会福祉法 人職員, 進学者 の ｢そ の 他｣ は, 専 門学校 , 他 大学編入で あ る｡
%) で あ っ た｡
専攻別で は , 小学校教員養成課程が , 教員4人(4.5
%), 公務員3人 (3.4%), 民間企業17人 (19.3% ), 大
学院進学9人(10.2% ), 未定 で教員志望36人 (40.9 %),
そ の 他19人 (21.6 %), 中学校教員養成課程が , 教員4
人(9.3 %), 公務員1人(2.3 %), 民間企業13人(30.2%),
大学院進学4人(9.3 %), そ の 他進学 1人 (2.3%), 莱
定 で教員志望16人(37.2 %), そ の 他4人(9.3%), 養護
学校教員養成課程が, 教員1人 (5.6 %), 民間企業4人
(22.2 %), そ の 他4人(22.2 %), 大学院進学2人(ll.1
%), 未定で教員志望6人(33.3%), そ の他1人(5.6%),
幼稚園教員養成課程が , 教員6人 (20.0%), 公務員2
人(6.7 %), 民間企業9人(30.0 %), そ の 他2人(6.7%),
大学院進学1人(3.3 %), 未定で 教員志望4人(13.3 %),
そ の 他5人(16.7 %)で あ っ たo
教員に 採用され た者, 大学院進学者の 内, 教員採用試
験を受験した教員志望者, 就職未定者の 内の講師希望等
の教員志望者を合計した教員志望者数は, 小学校教員養
成課程44人(50,0 %), 中学校教員養成課程20人(46.5%),
養護学校教員養成課程7人(38.9 %), 幼稚園教員養成
課程11人(36.7 %), 合計 で82人(45.8%)で あ っ た｡
Ⅳ . 教員志望者追跡調査結果
1
. 教員志望者数の推移
前稿で 使用した調査と本稿で使用した調査の デ ー タ を
合わせ て , 1996年入学教員養成課程学生の教員志望者数
の 追跡調査を行 っ た｡ 使用 した デ ー タ は, (1)3年次
4月調査で入学時に遡 っ て たずねた入学時の教員志望者,
(2) 3年次4月調査で たずねた そ の 時点で の 教員志望
者, (3) 3年次11月調査で たずね た教育実習直後の教
員志望者, (4)4年次4月調査時の教員志望者, (5) 教
員採用試験受験者, (6) 卒業時の 教員志望者 (教員に
採用され た者, 教員採用試験受験者の 内, 大学院に進学
する者, 就職未定者の 内, 講師希望等の教員志望者の合
計) で あ る｡ こ れ ら6 つ の時点で の デ ー タ がす べ て得ら
れた小学校教員養成課程86人, 中学校教員養成課程37人,
養護学校教員養成課程18人, 幼稚園教員養成課程21人,
合計162人の教員志望数の 変遷を追跡調査した結果を表
9に 示す ｡ な お , こ の デ ー タ に は卒業時に 留年して い
表9 1996年入学教具養成課程学生の教員志望者数の推移
専攻課程 人 数 入学時 3年4月 実習直後 4年4月 教採受験 卒業時
小 学 校 8 6人
7 5人 5 8人 5 5人 4 8人 4 9人 4 1人
87,2 % 67.4 % 64.0 % 55.8% 57.0 % 47.7 %
中 学 校 3 7人
34人 2 2人 2 4人 1 7人 2 0人 1 9人
91.9 % 59.5 % 64.9 % 45.9 % 54.1.% 51,4%
養護学校 18人
1 3人 1 2人 1 0人 7人 7人 7人
72.2% 66.7% 55.6 % 38.9 % 38.9 % 38,9 %
幼 稚 園 2 1人
1 5人 1 4人 1 3人 1 4人 1 2人 9人
71.4 % 66.7 % 61.9 % 66.7 % 57.1 % 42.9 %
合 計 1 6 2人 1 3 7人
10 6人 1 0 2人 8 6人 8 8人 7 6人
84.6 % 65.4 % 63.0 % 53.1% 54.3 % 46.9 %
註 ･ 教 員志望者数 に は, 幼稚園教員希望者 も含 ま れ るが , 教採受験者数 に は幼稚園教員採用試験受験者数
は含 ま れ な い ｡
･ 卒業 時の デ ー タ は, 教員 に 採用 され た者 と, 講師希望等 (留年者を 1名含む) で 来年度以降 も教員採
用試験 を め ざ す者, 教員採用試験受験者 の 内, 大学院 へ 進学す る者の 合計数 で あ る｡
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る者も含め , そ の 内教員採用試験受験者は来年度も受験
すると推定し, 卒業時の教員志望者数に入れ た｡
162人中, (1)入学時の進路希望 (複数回答可)で教
員を選択 した者が137人(84.6% ), そ の 内, 教員の み を
選択した者が84人(51.9 %), (2)3年次4月時点の 進
路希望 (複数回答可)で教員を選択 した者が106人(65.4
%), そ の 内教員の み を選択 した者が43人 (26.5 %),
(3) 教育実習直後の進路希望 (複数回答可) で 教員を
選択した者が102人(63.0 %), そ の 内教員の みを選択し
た者が41人(25.3% ), (4) 4年次 4月時点 の教員志望
者が86人 (53.1% ), (5) 教員採用試験受験者が88人
(54.3 %), (6) 卒業時の 教員志望者が76人(46.9 %) で
あ っ た ｡
専攻別で は, 小学校教員養成課程が , 86人中, (1)入
学時の 進路希望で 教員を選択 した者が75人 (87.2%),
そ の 内, 教員の みを選択した者が45人(52.3 %), (2)3
年次4月時点の進路希望で教員を選択 した者が58人(67.4
%), そ の 内教員の み を選択 した者が26人 (30.2%),
(3) 教育実習直後の進路希望で 教員を選択 した者が55
人(64.0% ), そ の 内教員の みを選択した者が25人(29.1
%), (4)4年次4月時点の教員志望者が48人(55.8 %),
(5) 教員採用試験受験者が49人(57.0%), (6) 卒業時
の 教員志望者が41人(47.7% )で あ っ た｡
中学校教員養成課程が , 37人中, (1) 入学時の 進路
希望で教員を選択 した者が34人 (91.9%), そ の 内, 敬
員の み を選択した者が22人(59.5%), (2)3年次4月
時点の 進路希望で 教員を選択 した者が22人(59.5%),
そ の 内教員の みを選択 した者が7人(18.9 %), (3) 教
育実習直後の 進路希望で教員を選択した者が2 4人(64.9
%), そ の 内教員の み を選択 した者が10人 (27.0 %),
(4) 4年次4月 時点 の 教員志望者が17人 (45.9% ),
(5)教員採用試験受験者が20人(54.1 %), (6) 卒業時
の教員志望者が19人(51.4%) で あ っ た｡
養護学校教員養成課程が , 18人中, (1) 入学時の進
路希望 で教員を選択 した者が13人 (72.2 %), そ の 内,
教員 の み を選択した者が 6人(33.3 %), (2)3年次4
月時点の 進路希望で 教員を選択した者が1 2人(66,7%),
そ の 内教員の み を選択した者が 5人(27.8 %), (3) 教
育実習直後の進路希望で 教員を選択 した者が10人(55,6
%), そ の 内教員の みを選択し た者が 2人 (ll.1 %),
(4) 4年次 4月時点の 教員志望者が 7人 (38.9 %),
(5) 教員採用試験受験者が 7人(38.9 %), (6) 卒業時
の教員志望者が7人(38.8% )で あ っ た｡
幼稚園教員養成課程が , 21人中, (1) 入学時の進路
希望で教員を選択し た者が15人(71.4 %), そ の 内, 教
員の み を選択した者が11人(52.4 %), (2)3年次4月
時点の進路希望で教員を選択 した者が14人(66.7 %),
そ の 内教員の みを選択した者が5人(23.8 %), (3) 教
育実習直後の 進路希望で 教員を選択した者が13人 (61.9
%), そ の 内教員の み を選択 した者が 4人(19.0 %),
(4) 4年次4月時点 の 教員志望者が14人 (66.7%),
(5) 教員採用試験受験者が12人 (57.1%), (6) 卒業時
の 教員志望者が9人(42.9 %) で あ っ た｡
次 に , 以上から読みとれ る特徴的な点を4点挙げて み
る｡
(a) 厳し い 教員採用状況を反映して , 入学時に84.6
% あっ た教員志望者が, 卒業時点で は46.9 % と半数を割
り込ん で い る｡ 減少率は44.5 %で , せ っ かく教員に なる
こと を志望 して 教員養成課程に入学 しなが ら , 44.5 %も
の 学生が教員 へ の道を断念した こと に な る｡
(b) 同時に , 卒業時に 教員に 採用され た の は15人
(表9の 162人中で は14人) と い う厳し い 状況に もか かわ
らず, 162人中62人(38.3 %)も の , 教員に採用されなか っ
た学生が , 卒業時点で教員志望を維持して いる こともし っ
か りみ て おか な い と い けな い ｡
(c) 卒業時に なお教員志望の意思を維持して い る76
人中, 入学時に教員の みを志望 して い た者が52人 (68.4
%), 教員と他の職種を選択して い た者が21人(27.6 %),
教員を志望して い なか っ た者が3人(3.9%) で , 入学時
に教員の みを志望して い る学生 (持続率61.9%)の 方が ,
教員と他の職種を選択して い た者 (持続率39.6 %) よ り
ち, 卒業時点まで 教員志望の意思を持続する傾向が強い ｡
(d) 同時に , 入学時に教員を志望 して い なか っ た者
の 中から卒業時に教員志望の者が3人出て おり , 3人と
も3年次 4月 に は教員志望に 変わ っ て い た｡ 内2人は教
員採用者 (1名は幼稚園教員) で , もう1人 は大学院進
学者で ある ｡ こ の よう に学部 に入学して か ら教員志望に
変わる学生もい る ことを銘記して教員養成教育に あたる
必要が ある｡
2 . 教育実習の 影響の 追跡調査
(1) ｢改め て教師をめざそう と い う気持ちに
な っ た｣ 者 の 場合
教育実習直後の 調査で , ｢教師に なる つ もり はなか っ
たが , 改 め て教師をめ ざそうと い う気持ちに な っ た｣ と
回答した21人の教員志望の変遷を入学時か ら卒業時まで
追跡調査した結果を表10に示す｡
こ の21人の 内, 入学時に は17人(81.0 %) が教員も希
望進路の 一 つ に 選択 し て い たが, 3年4月時点で は そ の
数は14人(66.7%) に減少 し て い た｡ し か し, 教育実習
直後 に は そ れが20人(95.2 %) (1人は なぜか教員を選
択して い な い) に増加し, 教育実習体験が教員志望に非
常に 強くプ ラ ス の方向に作用して い る｡ し か し, さ ら に
半年後の 4年次4月時点で は, 教師志望は1 1人(52.4%)
に急減 し, こ の1 1人が教員採用試験を受験して いる ｡ そ
し て 卒業時点 で も教員志 望を維持 して い る者 が 9人
(42.9 %)おり , こ の 内4人(19.0%)が教員に 採用され
て い る (内2名は幼稚園教員)｡
以 上か ら読み と れ る こ と も二 面性を 持 っ て い る ｡
(a)まず, 半年後に 教員志望が半減し た こと に み られ
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表10 教育実習で ｢ 教師になるつもりはなか っ たが, 改 めて教師をめ ざそうと いう気持ちにな っ た｣
者の教員志望者数の推移
専攻課程 人 数 l 入学時 3年4月 実習直後 4年4月 教採受験 卒業時
小 学 校 1 1人 1 0人 9人 1 1人 6人 6人 4人
90.0% 81.8 % 100% 54.5 % 54.5 % 36.4%
中 学 校 5人 4人 1人 4人 1人 1人 1人
80.0 % 20.0% 80.0% 20.0% -20,0% 20.､0 %
養護学校 0人
幼 稚 園 5人 3人 4人 5人 4人 4人 4人
60.0 % 80.0% 100% 80. % 80.0% 80.0%
合 計 2 1人
1 7人 1 4人 20人 1 1人 1 1人 9人
81.0% 66.7% 95.2 % 52.4% 52.4 % 42.9%
表11 教育実習で ｢ 教師になる気持ちが強ま っ た｣ 者の教員志望者数の 推移
専攻課程 人 数 入学時 3年4月 実習直後 4年4月 教採受験 卒業時
小 学 校 3 4人 3
4人 3 3人 3 4人 2 8人 2 8人 2 7人
100% 97.1 % 100% 82.4% 82.4 % 79.4%
中 学 校 1 8人
18人 1 6人 1 6人 1 2人 1 5人 1 5人
100 % 88.9 % 88.9% 66.7 % 83.3 % 83,3 %
養護学校 8人 6人 8人 8人 5人 5人 5人
75.0% 100% 100 % 62.5% 62.5 % 62.5%
幼 稚 園 7人 7人 7人 7人 7人 7人 4人
100% loo‰ 100% 100% loo‰ 57.1 %
合 計 6 7人
6 5人 6 4人 6 5人 5 2人 5 5人 5 1人
97,0 % 95.5 % 97.0% 77.6 % 82.1 % 76.1 %
るよう に , もともと教師に なる つ も りがなか っ た者 の場
合, 教育実習で感動 して 教師をめざ そ うと い う気持ちに
な っ て も, そ の熱意は比較的冷めやすい と い う こと で あ
る ｡ (b) 他方で , そ の熱意を卒業時ま で維持 した者 も
半数弱おり, た い へ ん厳 し い状況を乗り越え て教員に採
用された者も4名も い たと いう こ と に みられる よ う に ,
教員志望意識を強め, そ の希望を達成するため の努力を
強く促す上で , 教育実習体験が非常に重要な役割を果た
し て い ると い う こ と で ある｡
(2)｢教師に なる気持ちが強ま っ た｣ 者の 場合
教育実習直後の調査で , ｢教師に なる気持ちが強ま っ
た｣ と回答 した69人の内, 入学時か ら卒業時まで の デ ー
タ が得られた67人の 教員志望の変遷を追跡調査した結果
を表1 1 に示す｡
67人 の 内, 入学時に教員を進路希望に 選択して い た者
が65人(97.0% ), 3年次4月時点が64人(95.5 %), 教
育実習直後が65人 (97.0 %)と はとん ど変化 なく高い教
員志望率を維持 して い る｡ 4年次4月に は52人(77.6 %)
と少し減少するが , 教員採用試験受験者数は55人(82.1
% )と若干増え , 卒業時の 教員志望者 は, 再び若干減少
し51人 (76.1 %) に な っ て い る｡ こ の 卒業時の 教員志望
者率76.1 % とい う数値は , 表 9 に 示した162人全員の 卒
業時教員志望率46.9 % と比 べ 非常に高くな っ て い る ｡ こ
の51人の 内, 教員 に採用された者は10人 ( 内幼稚園教員
3人) (14.9 %) で , 教育実習直後の デ ー タ が 得られ た
14人の教員採用者の71.4 % を占め て い る.
以 上か ら読み とれ る こ とは , (a)もと もと教員を志
望して い た者が, 教育実習体験を通じて教員志望の熱意
を強めて い る と い う こ と , (b) もともと教員を志望し
て い て , 教育実習体験を通じて教員志望の熱意を強めた
者は, 卒業時の教員志望率もか なり高い水準で維持され
ると い う こと , (c) こ の グ ル ー プ の 教員採用率は14.9
% と, ｢改め て 教師を め ざ そ うと い う気持ちに な っ た｣
グ ル ー プ の教員採用率19.0 %よりは低い が, 教員に 採用
され た者の71.4%と高い割合を占めて おり, 来年度以降
引き続き教員に 挑戦するもの も41人(61.2% )い る教員
志望の 持続率の 高い グ ル ー プ で あ り , こ こ で も, プ ラ ス
の教育実習体験が , 教員志望意識を強め , そ の 希望を達
成するため の 努力を強く促す上で , 非常 に重要な役割を
果た して い る こ と で ある｡
(3) ｢教師に なる気持ちが弱ま っ た｣ 者の場合
教育実習直後の調査で , ｢教師に なる気持ちが弱ま っ
た｣ と回答した31人の , 入学時から卒業時まで の 教員志
望の変遷を追跡調査した結果を表12に 示す｡
入学時こ そ31人中28人(90.3%)が進路希望に教員を
選択して い るが , 教員志望者は, 教育実習に入る前の 3
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表12 教育実習で ｢教師になる気持ちが弱ま っ た｣ 者 の教具志望者数の 推移
専攻課程 人 数 入学時 3年4月 実習直後 4年4月 教採受験 卒業時
小 学 校 . 1 5人
1 4人 1 1人 9人 1 0人 1 0人 7人
93.3% 73.3 % 60.0 % 66,7% 66.7% 46.7%
中 学 校 8人
7人 3人 4人 3人 3人 3人
87.5 % 37.5% 50.0% 37.5% 37.5 % 37.5%
養護学校 4人
4人 2人 2人 2人 2人 2人
100% 50.0% 50.0% 50.0 % 50.0% 50.0 %
幼 稚 園 4^
3人 2人 1人 1人 0人 0人
75.0 % 50.0% 25.0 % 25.0 % 0 % 0 %
合 計 3 1人
28人 1 8人 1 6人 1 6人 1 5人 1 2人
90,3 % 58.1% 51.6% 51.6% 48.4 % 38.7%
表13 教育実習で ｢教師になる気持ちを失 っ た｣ 者の教具志望者数の推移
専攻課程 人 数 入学時 3年4月 実習直後 4年4月 教採受験 卒業時
小 学 校 4人
4人 1人 1人 1人 2人 2人
100 % 25.0 % 25.0% 25.0 % 50.0% 50.0%
中 学 校 0人
養護学校 1人
1人 1人 0人 0人 0人 0人
100 % 100 % 0 % 0 % 0 % 0%
幼 稚 園 1人
1人 0人 0人 1人 1人 1人
100 % 0 % 0 % 100% 100% 100%
合 計 6人
6人 2人 1人 2人 3人 3人
100 % 33. % 16.7% 33.3 % 50.0% 50.0 %
年次4月で すで に18人 (58.1 %) に低下 し て おり , 教育
実習直後に16人 (51.6 %) とさ ら に若干減少 し, 4年次
4月 に16人 (51.6 %)を維持して い る｡ 教員採用試験受
験者は15人(48.4 %) で , 卒業時に教員志望を維持 して
い る者はさ ら に 減少し て12人 (38.7 %) に な っ て い る ｡
こ の 卒業時の 教員志望率38.7 % は, ｢教師に なる気持ち
が強ま っ た｣ 者 の76.1% の 約半分で , 表 9 に 示した162
人全員の数値46.9 % と比 べ て もかな り低くな っ て い る｡
こ の12人の 内, 教員 に採用され た者は1人で あ っ た｡
以上か ら読み とれる こ と ば, (a)教育実習で ｢教師
に な る気持ちが弱ま っ た｣ 者の 内4 1.9 %(13人) は , 莱
際は教育実習前か ら教員志望の意思をなくして い る こ と,
(b) 教育実習体験を経て教員志望の 意思を なく した者
は2名 (6.5 %) で , 教育実習直後 (16人) か ら卒業時
(12人) へ の 教員志望の 減少率も25.0 %で , ｢ 教師に なる
つ もりが強ま っ た｣ 者の 減少率21.5%と比 べ て それ は ど
大きな差はなく, 教育実習で の マ イ ナ ス 体験が教員志望
の 持続に そ れ ほ ど大きく マ イ ナ ス に作用 したと は いえ な
い こ と で ある｡
(4)｢教師になる気持ちを失 っ た｣ 者の場合
教育実習直後の 調査で , ｢教師にな る気持ちを失 っ た｣
と回答した6人の , 入学時か ら卒業時まで の 教員志望の
変遷を追跡調査した結果を表13に示す｡
入学時点で は, 6人全員が進路希望と して 教員を選択
して い たが , 3年次 4月の 時点で は2人(33.3 %) に減
り , 教育実習直後に はさ ら に 1人(16.7%)に 減 っ た ｡
し か し, 4年次4月 に は2人 (33.3 %) に増加 し, 教員
採用試験受験者はさ ら に 1人増え て 3人(50.0 %) に な
り , 卒業時の教員志望者も3人(50.0%)で あ っ た｡
事例が あまり に 少数な の で傾向を読みと る こ とは で き
な いが , 事実 の 問題とし て , 教育実習に 入る前の 3年次
4月時点で すで に 4人が教員に なる意思を失 っ て お り ,
実際 に教育実習体験を経て ｢教師にな る気持ちを失 っ た｣
者は1人だ け で ある ｡ ま た , 事実 の 問題 とし て , 一 度
｢ 教師に な る気持 ちを失 っ た｣ 者か ら2人が教員志望 に
復帰して い る｡
Ⅴ
. おわ りに
最後に , 1996年入学教員養成課程学生の追跡調査結果
に みられる特徴的な点を挙げて おく ｡
第1 に , 厳 し い教員採用状況を反映 して , 入学時に
84.6 % あっ た教員志望者が , 卒業時点で46.9% と半数を
割り込ん で い る こ と に み られ るよう に , せ っ か く教員に
なる ことを志望して教員養成課程に入学しなが ら, 半数
弱 (44.5 %) の 学生が教員 へ の道を断念せ ざ るを得 な い
状況があ る｡
第2 に , 卒業時に教員に採用され た の は15人と い う厳
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しい 状況に もかかわ らず, な お38.3%も の学生が , 卒業
時点で 教員志望を維持 し, 来年度以降も教員採用試験に
挑戦 しよ う とし て い る こ と で ある｡
ア メ リ カ の ク リ ン ト ン政権と対照的に , 教員採用増に
消極的な 日本の教育 (財政) 政策に対する怒りを禁じ得
な い とと も に , 学生 の教員志望を実現するため に 教員養
成学部の 教員とし て ど の ような こ とをなしうるかも問う
て い かな けらば ならな い ｡
第3 に , 入学時に教員の みを志望して い た学生 (持続
率61.9% )の方が , 教員と他の 職種を選択して い た学生
(持続率39.6 %) よ りも , 卒業時点ま で 教員志望の意思
を持続する傾向が強い こと で ある ｡
第4 に , 他方 で , 入学時に教員を志望して い なか っ た
者 の 中か らも少数で はあるが途中で教員志望に転 じ, 教
員 に採用され て い る者も存在するこ と で あり, こ の こ と
は, 入学後の 教員養成教育が , 学生 の進路意識を変え得
る ことを示して い る｡
第5 に , もと もと教師に なる つ もりが なか っ た者 の場
令, 教育実習で感動して教師を めざそうと い う気持ち に
な っ て も, そ の 熱意は比較的冷めやすい が, 他方 で , 辛
数弓弓の者がそ の 熱意を卒業時ま で維持して い る事実もあ
り, もともと教師を志望して い て , 教育実習を通じて 教
員志望の 熱意を強めた者の教員志望の持続率は高い と い
う事実と合わせ ると, 教員志望意識を強める上で 教育実
習体験の 役割はや はり重要で あると い える｡
第6 に , 教育実習を通じて ｢教師に なる気持ちが弱ま っ
た｣ り, ｢教師に なる気持ちを失 っ た｣ りし たとする者
の多くは , 実際は教育実習に 入る前か ら教員志望の意思
をなく して い る傾向がみられる こと で ある｡ 逆に い うと,
教員を志望 しな い 学生が増え て くると , 教育実習がうま
くいか な い学生が増え て く る可能性が あると い う こと で
もある｡
1996年入学の学生 は ,
'
小学校教員養成課程, 中学校教
員養成課程, 養護学校教員養成課程, 幼稚園教員養成課
程の 4 つ の課程別の 入学試験枠で入学して きた最後の 学
年で あ る｡ 一 番人数の 多か っ た小学校教員養成課程は,
入学時に は教科専攻別に 分かれ て い なか っ た の だが ,
1997年入学か らは, 学校教育教員養成課程に 1本化され
るとともに , 入学時か らす べ て 専攻別に分かれ て 入 っ て
くる こと に な っ た｡ 前稿 で みた よ う に , こ の こ とが 一 部
め専攻で は教員志望率の低下に つ な が っ て い る よ う に 思
われ るが, そ れが卒業時に ど の ような形で現れ るか の検
討は今後の課題と した い ｡
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